
来る前から知って

いた, 35.6%

道中で知った, 

4.9%

登山口で初め

て知った, 

58.9%

無回答, 0.6%

24.1%

18.0%

14.9%

9.2%

8.8%
35.1%

3.1%

気付かなかったから

任意の協力金だから

使い道がわからなかったから

受付の係員がいなかったから

金額500円が高いから

その他

無回答

61.7%

52.3%

15.3%

5.2%

4.4%

3.4%

0.2%

趣旨に賛同したから

登山者として当然だと思ったから

受付の係員がいたから

記念品がもらえるから

強制だと思ったから

その他

無回答

24.1%

19.4%

10.5%

9.3%

2.0%

2.0%

2.0%

0.5%

0.2% 37.9%

3.5%

ﾔﾏｹｲｵﾝﾗｲﾝHP

妙高市HP

登山口

妙高市観光協会HP

妙高市報

妙高高原観光案内所

宿泊施設

駅

バス

その他

無回答

支払った, 

83.4%

支払わなかった, 

15.3%

無回答, 1.2%

アンケート調査結果概要（速報値）

１．調査概要

● 実施期間：10月1日（月）～21日（日）
※10月1日の午前中は台風の影響により中止。

● 調査場所：笹ヶ峰、燕温泉、新赤倉 各登山口
● 対象者 ：妙高山・火打山への登山者

● 調査方法：下山時に調査票を配布 ※現地もしくは後日郵送にて回収

● 対象者数：2,837人
● 回収数 ：1,486人 ※現地回収1,149人、後日郵送回収337人

● 回収率 ：52.4％

２．今回の社会実験について

社会実験の認知度（n=1,486) 社会実験の実施を知った場所（n=602)

協力金の支払い状況（n=1,486) 支払った理由※上位5つ（n=1,240) 支払わなかった理由※上位5つ（n=228)

※実際の協力率は75.1％であったため、回答は実際よりも支
払った人の回答に偏りがある。

※その他の回答のうち、44％が財布を持っていなかっ
たと回答。

※その他の回答のうち、新聞、知人、テレビ、インターネット上の山行
記録プラットフォームサイトが多い。

［複数回答］

［複数回答］ ［複数回答］

［単一回答］

［単一回答］



希少な植物の保全, 

42.9%

山小屋の整備, 

26.4%

外来種の侵入防止対

策, 18.7%

その他, 1.5%
無回答, 10.4%

その他
生息環境の保全, 

68.7%

生態や分布状況等の研究, 

16.6%

案内板や解説板の整備, 

5.6%

無回答, 9.2%

ライチョウ登山道の整備, 

54.1%

登山道のトイレ整備, 

20.7%

案内板や解説板の整備, 

5.9%

新規登山道の開設, 

2.3%

ビューポイントの整備, 

2.0%
無回答, 15.0%

登山道

0.4%

4.4%

13.5%

59.0%

1.1%

15.2%

0.1%

0.3%

0.0%

0.2%

0.3%

5.7%

0円

100円

300円

500円

700円

1000円

1500円

2000円

2500円

3000円

3001円以上

無回答

３．今後の妙高山・火打山における協力金制度の導入について

協力金の支払い義務（n=1,486) 支払ってもよいと思う金額（n=1,486)

協力金を支払ってもよいと思う使い道（n=1,486)

４．回答者属性

● 性別 ：男性62.2％、女性32.4％、無回答5.5％
● 居住地 ：県外70.7％、県内22.9％、無回答6.4％ ※市内2.8％
● 登山頻度 ：年に1回未満3.0％、年に1回程度4.7％、年に2～5回26.6％、年に6回以上59.4％、無回答6.3％
● 妙高山火打山経験：初めて52.2％、2～5回34.0％、6回以上7.7％、無回答6.1％

［単一回答］

［単一回答］

［単一回答］ ［単一回答］

［単一回答］

原則登山者全員

が支払うべき, 

58.1%

協力したい人が支払うべき, 

36.5%

支払う必要はない, 

0.7%

無回答, 4.7%


